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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 街路樹及び緑地帯維持管理 所
管

都市づくり部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

公園課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

法令（義務）

なし

2,988

２５年度

223

　

街路樹・植樹帯等の適正な維持管理により、沿道住民や道路利用者に、快適で美しい環境を提供する。

本街路樹剪定数（延）

植樹帯等低木補植数 598

2,981

3,509

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

道路法

街路樹・植樹帯等の植栽維持管理　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

①定期的な剪定・刈込み     高木剪定（延）4,374本   刈込み（延）9,000.5㎡
②病害虫発生時の適正な防除　　118本
③危険診断結果に基づく危険木撤去　111本
④枯死や損傷に伴う補植　　高木39本　低木184本

本

 [施　　策]

一般区民等

株

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

4,000

500

2,800

4,096

727

2,748

4,374

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

街路樹及び植樹帯を一帯として管理することで、効率的に事業が執行されている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 18,433 12,716 4,687

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

快適な都市空間の創出や道路環境の保全には、街路樹や植樹帯等の適正な維持管理が必要である。

維持

評
価
結
果

適正な管理により、街路樹の緑量を維持し、快適な都市空間提供に寄与している。

4 委託による維持管理によって、より多くの作業量を実施できている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

道路景観の保全と安全性の確保のため、街路樹、緑地帯等の維持管理は必要である。

強風や降雪による枝折れ等の事故を未然に防ぐため、剪定数を増やした。

目的達成度 3

必要性

4,687

65,652 63,151

0

78,368 67,838

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

63,151

0 0

65,652

65,651 63,151

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

街路樹本数

指標の名称

12,716

83,335

　決算額　　(単位：千円) 64,901

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

18,433

64,902

0

64,902

0


